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(5) 実現すべき伝送回路の特性として Butterworth 形特性を考え，この特性をもっ流体伝送回路をπ
形単位構成要素と容量によって構成する方法を理論的に検討し 試作回路について検討している。
回路損失を無視するとしゃ断周波数近傍で特性ひず、みが現われるので，最適等価損失率を用いて損
失補償ができることを明らかにした。
(6) 分布定数複合伝送回路については，回路構成要素を無損失としたときの閉そく枝管および異径管
伝送回路について考察し，損失補償法についても検討している。損失補償は計算機を用いて組織的
に行っているが，実験によれば満足できる特性が得られることがわかった。
以上のように本論文は純流体増幅素子を含む制御系において従来殆んど検討されていなかった信号
伝送特性を体系的に研究したものであり，その成果は制御工学の分野において理論上ならびに実際上，
? ?? ??
寄与する所が大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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